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0.研究目的 

近年、高齢化社会に伴い高齢運転者が増加して

いることから、65 歳以上の高齢者が第一当事者と

なる交通事故（以下、「高齢運転者事故」と略す）

が社会問題となっている。 

そこで本論では主に京都府内を対象とし、高齢

運転者事故をいかに減らすか、免許返納前後に焦

点を当て支援策を考える。 

1.京都府の高齢運転事故の現状 

京都府内における高齢運転事故は、図1の通り、

平成 25 年から 5 年間で 1,919 件から 1,454 件に

まで減少している。一方で、全第一当事者に占め

る高齢運転者の構成比率は 17.7％から 21.8％に

上昇している状況である。 

2.京都府の運転免許自主返納の現状 

図 2より、京都府内での運転免許自主返納者数

は年々増加傾向にある。しかし、交通インフラが

整備された京都市内に比べ、京都市以外では通院

や買い物など日常生活に支障が出るという理由

で返納に対してネガティブな考えを持っている

人の割合も多く、免許返納はあまり進んでいない

状況である。 

3.課題 

現状から、京都府内において運転免許の自主返

納は年々進んでいるものの、京都市以外では高齢

者の車への依存度が高いことが分かった。そこで、

免許返納前後に焦点を当て支援策を検討した。免

許返納前の支援策として、免許に一 

定の制限をかけ運転を安全に続けていく方法で

ある。しかし、生活に運転が必要でも、認知機能

検査で運転免許取り消しになることや、免許 

図 1 京都府内における高齢運転者事故の発生状況 

図 2 京都府内における運転免許の自主返納者の推移 

図 1～3 出典：「高齢運転者交通事故防止対策～みんなで考え

よう！京都の交通安全～」（京都府警察）を元に作成 

図 3 H29 年の地域別運転免許の自主返納者数 



を返納すべきと判断する場合もある。そこで免許

返納後の支援策として、通院や買い物といった生

活の不安を取り除き、生きがいを持って暮らせる

支援策を検討した。この二つを念頭に置き、政策

提言を行う。 

4.免許返納前の支援策 

 免許返納せずに安全運転を持続するために、既

存の高齢者講習を充実させるものとして「交通安

全自分ルール」を普及し、それを基盤に限定条件

付き免許を導入することを提案する。 

4－1.交通安全自分ルール検討の普及 

高齢者講習は、運転免許更新を希望する 70 歳

以上の全ドライバーに対して、加齢に伴う身体機

能の低下と運転への影響を自覚してもらい、各人

の特性に応じた安全運転の方法を個別的、具体的

に指導するために実施されている。 

その高齢者講習の受講後にグループワーク形

式で「交通安全自分ルール」を検討する機会を設

ける。このルールは、車を安全に運転するための

約束事を自身で設定するものであり、定めたルー

ルをシールに記入し車内等に貼りいつでも確認

できるようにする。広報は既に実施されている免

許返納促進のための媒体や機会と同時に行い、家

族や地域住民などとも車運転の継続やルールに

ついて相談することを促す。 

4－2.限定条件付き免許の導入 

交通安全自分ルールは自身で設定するので強

制力が無い。そこで最終的には行き先や運転時間

を法的に制限する限定条件付き免許の導入を提

案する。この提案は既に警察庁の有識者会議でも

検討されているが、施行には時間を有すると考え

られる。そのために先に交通安全自分ルールを導

入し、限定条件付き免許の導入時、スムーズに条

件の設定等ができることを支援する。 

5.免許返納後の支援策 

5－1.シニアサポートカフェの開設 

京都府警へのヒアリングにより「免許センター

に行くと免許を返納しないといけないのではな

いか」と不安に思ってしまう高齢運転者が多くい

る現状が浮き彫りになった。そこで、その不安を

解消し、免許センターを有効的に活用してもらえ

るようなシニアサポートカフェ（相談・交流の場）

を設置する。そうすることで気軽に免許センター

に訪問し、相談してもらうことができる。さらに、

行政などのイベントにも移動式で設置する。 

6－2.移動手段の見える化 

自治体等により運営されている「コミュニティ

バス」や「乗合タクシー」など様々な交通支援が

ある。しかし、それらの情報は無秩序化してしま

っているため、高齢者は移動手段が把握しづらく、

支援が上手く機能していない。複数の交通手段を

用いないと目的地に着くことができない場合に

は、それぞれの交通情報を確認する必要があるた

め負担が大きい。これらを１つにまとめ代替交通

の「見える化」を行う。高齢者が簡単に交通情報

を得ることができ、交通の利便性が高まるので免

許返納後でも通院や買い物といった生活の不安

を取り除けるのではないだろうか。 

7.考察 

 高齢者が免許を返納すれば、高齢運転者事故が

起こる確率は減少する。しかし、生活する上で車

が必要不可欠な高齢者、運転を生きがいとする高

齢者がいるという事実を知り、免許を返納するの

ではなく安全に運転を続ける方法、また加齢によ

る判断能力の低下により運転の継続が困難な高

齢者が、免許返納後にも生きがいを持ち生活して

いく方法の両方の視点からの政策提言をした。 

両視点とも警察や自治体、NPO、家族、地域とい

った各団体の情報を一元化し、一つの政策として

パッケージ化することが展望である。 
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図 4 免許返納前の支援策 井上ゼミ作成 


